
◎独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構法の一部を改正

する法律 
（平成三〇年六月八日法律第四一号）（衆）   

一、提案理由（平成三〇年五月二四日・衆議院本会議） 

○古屋範子君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及び内容を

御説明申し上げます。 

 本案は、国民生活に必要不可欠である郵政事業のユニバーサルサービスの提供を安定

的に確保するため、郵便局ネットワークの維持の支援のための交付金の交付及び拠出金

の徴収に関する制度を創設しようとするものであります。 

 本案は、去る二十二日、総務委員会におきまして、全会一致をもって委員会提出の法

律案とすることに決したものであります。 

 なお、委員会におきまして、郵政事業のユニバーサルサービス確保等に関する件につ

いて決議が行われたことを申し添えます。 

 何とぞ速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

〇決議（平成三〇年五月二二日） 

 政府及び日本郵政グループは、独立行政法人郵便貯金・簡易生命保険管理機構法の一

部を改正する法律案が、郵政事業のユニバーサルサービスの安定的な提供を確保するた

め、郵便局ネットワークの維持を支援するための交付金及び拠出金の制度を創設しよう

とするものであることに鑑み、次の事項について配慮すべきである。 

一 国民生活に必要不可欠な郵政三事業を一体的に利用できるようにするとともに、そ

のサービスを充実させるため、郵便局ネットワークは現在の水準を維持し、国民が将

来にわたり、あまねく全国において公平な恩恵を受けられるよう、努めること。 

二 日本郵政グループは郵便局ネットワークを維持してユニバーサルサービスを図り、

国民生活に貢献することを目的とし、健全経営に努めること。 

三 この法律案は、郵便局ネットワークを維持し、ユニバーサルサービスを図ることを

目的としていることから、日本郵政グループはその事業が国民により活用し易いもの

となるよう努めること。 

 右決議する。 

二、参議院総務委員長報告（平成三〇年六月一日） 

○竹谷とし子君 ただいま議題となりました法律案につきまして、総務委員会における

審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、国民生活に必要不可欠である郵政事業のユニバーサルサービスの提供を

安定的に確保するため、郵便局ネットワークの維持を支援するための交付金及び拠出金

の制度を創設しようとするものであります。 

 委員会におきましては、衆議院総務委員長古屋範子君から趣旨説明を聴取した後、金

融二社の窓口業務委託手数料引下げの懸念への対応等について質疑が行われました。 



 質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

 以上、御報告申し上げます。 

 （注） 衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


